PHITS講習会に参加する前にこれだけは覚えてほしい用語リスト
2016/7/12改訂
コンピュータ関連
コンパイル（コンパイラー）
FORTRANやC++などのソースファイルをコンピュータが理解できる形式（実行ファイル）に翻訳すること。コンパイラーは，コンパイルするためのソフトウェア。有償のIntel Fortran (ifort)や無償のgfortranなどがある。
アスキーファイル（アスキー形式）
人が読める形式で書かれたファイル。テキストエディタで開くことにより編集できる。PHITSの入出力ファイルは全てアスキー形式（EPSファイル含む）
バイナリファイル（バイナリ形式）
コンピュータだけが読める形式で書かれたファイル。テキストエディタで開くと文字化けして見える。PHITSの実行ファイルなどがバイナリ形式。
実行ファイル（実行形式）
コンピュータが実行できる形式で書かれたプログラム。ソースファイルをコンパイラーでコンパイルすることにより作成される。バイナリ形式。通常，拡張子は.exe。
ソースファイル
人が読める形式で書かれたプログラム。コンピュータには理解できないので，コンパイルして実行ファイルにする必要がある。アスキー形式。PHITSのソースファイルは，FORTRAN言語で書かれている。
バッチファイル
Windowsで一連のコマンドを連続して実行するためのファイル。アスキー形式。通常，拡張子は.bat。MacやLinuxでは，シェルスクリプトと呼ばれる。
シェルスクリプト
MacやLinuxで一連のコマンドを連続して実行するためのファイル。アスキー形式。通常，拡張子は.sh。Windowsではバッチファイルと呼ばれる。
makefile
ソースファイルに書かれたプログラムをコンパイルするためのシェルスクリプトの一種。ソースファイルをコンパイルする順番やコンパイラーのオプションなどが指定されている。

makeコマンド
Makefileの内容にしたがって実行ファイルなどを生成するコマンド。

EPSファイル
アスキー形式で書かれた画像ファイル。専用のソフトウェア（Ghostscript及びGsview）をインストールすることにより可視化できる。PHITSの画像出力はこの形式を採用している。
並列計算
複数のCPUを同時に使って計算時間を短縮する方法。各計算間でメモリを共有するOpenMP並列と、メモリを共有しないMPI並列がある。
デフォルト(default)、デフォルト値、デフォルト設定
初期値、既定値。プログラム等に予め与えられた値や設定を意味し、利用者が明示的に指定しない場合に使用される。
放射線物理関係
核反応
放射線と原子核の反応。核反応が起きると様々な2次放射線や残留核が生成される。
反応断面積
放射線反応の起こりやすさの尺度。面積の次元を持ち，単位はバーン(b)。1 b = 10-24 cm2
核内カスケードモデル
高エネルギー放射線（主に20MeV以上）が核反応を引き起こした際、原子核内で核子同士の玉突き（カスケード）が起きる状態を再現するモデル。
蒸発モデル
核反応によりエネルギーを得た原子核が中性子やα線などを放出しながら元の状態に戻る過程を再現するモデル。
核データライブラリ
放射線（主に中性子）と原子核の反応断面積をあらかじめデータベース化したファイル。
原子データライブラリ
放射線（主に電子・陽電子・光子）と原子の反応断面積をあらかじめデータベース化したファイル。
残留核（生成核種）
核反応後に残った原子核。放射性核種になる場合もあり，その生成率の評価は放射線安全上重要となる。例えば，Cs-137は核分裂反応により生成された残留核。
阻止能（Stopping Power）
荷電粒子がある物質を通過するときに失う平均エネルギー。
カーマ近似
非荷電粒子（中性子・光子）によるエネルギー付与が荷電粒子と同じように連続的に起きると近似する計算方法。その場合、阻止能に対応する値がカーマファクターとなる
LET（線エネルギー付与）
荷電粒子が物質中を通過する際に失う単位長さあたりの平均エネルギー。阻止能（Stopping Power）とほぼ同意義であるが、LETは放射線の生物影響の指標として用いるため、通常、水に対して定義する場合が多い。単位はkeV/m。
eV（電子ボルト）
1Vの電圧で電子や陽子など一価の荷電粒子を加速したときに得られるエネルギー。1eV=1.6 x 10-19(J)。PHITSでは，通常，MeV（メガ電子ボルト＝106eV）単位でエネルギーを入力します。
Gy（グレイ）
放射線が物質にエネルギーを付与するときの単位。1Gy = 1J/kg。
計算コード関連
モンテカルロ法
乱数を用いて同じ事象を複数回コンピュータ上で再現することによりその平均値を導出する手法。他の解析手法と比較して計算時間は掛かるが精度がよい。PHITSはモンテカルロ計算コードの一種。
MCNP、MCNPX
アメリカ・ロスアラモス研究所で開発されているモンテカルロ放射線挙動解析コード。20MeV以下の中性子・光子による輸送が主体となる原子炉物理分野では世界標準コードとして幅広く利用されている。PHITSのジオメトリ記述方法や核データライブラリの利用方法は、MCNPとほぼ同じ方法を採用している。
FLUKA（フルッカと発音）
CERNで開発されているモンテカルロ放射線挙動解析コード。FORTRANで書かれている点や、加速器設計など高エネルギー放射線挙動解析を主な目的する点など、PHITSとの類似が多い。
GEANT4（ジアントと発音）
オブジェクト指向の概念に基づいて世界各地で開発されているモンテカルロ放射線挙動解析コード。C++で書かれており、汎用性が高い。
EGS5（エグスと発音）
KEKが主体となって開発している電子・光子挙動解析コード。X線治療計画など医学物理分野での利用が多い。PHITS は，version 2.7より光子・電子の輸送計算にEGS5のアルゴリズムを使うことができる。
JENDL（ジェンドルと発音）
日本が開発している核データライブラリ。中性子に対するライブラリがPHITSに組み込まれている。
ENDF（エンデフと発音）、LA150
アメリカが開発している核データライブラリ。MCNPに組み込まれている。
